
                      

 

令和７年 救急概要 

 

 

 

 

１ 出動件数の６割以上が急病 

事故種別ごとの出動件数は、急病が３４，１１４件（６８．３７％）、一般負傷が    

７，２１４件（１４．４６％）、交通事故が２，７６７件（５．５５％）となっており、

急病が出動件数全体の６割以上を占めています。 

 

２ 搬送者の６割以上が高齢者 

年齢区分別の搬送人員は、６５歳以上の高齢者が３０，２０８人（６６．８３％）、満

１８歳以上６５歳未満の成人が１２，２１７人（２７．０３％）となっており、高齢者

が搬送人員全体の６割以上を占めています。 

    

３ 搬送人員の４割以上が軽症 

    傷病程度別の搬送人員は、軽症が２０，７９９人（４６．０１％）、中等症が２２，１２

５人（４８．９５％）、重症以上が２，２７９人（５．０４％）となっており、軽症が搬送

人員全体の４割以上を占めています。 

 

４ 市町別救急出動件数 

市町別 令和７年 令和６年 増減数 
静岡市 ４１，６６９ ４１，２４６ ＋４２３ 

島田市 ４，５７１ ４，５５０ ＋２１ 

牧之原市 ２，０５４ ２，０１０ ＋４４ 

吉田町 １，１７１ １，０６２ ＋１０９ 

川根本町 ３６２ ３７１ －９ 

行政管轄外 ７１ ７2 －１ 

合計 ４９，８９８ ４９，３１１ ＋５８７ 

    

 

・救急出動件数は、４９，８９８件、前年と比較すると５８７件の増加 

・搬送人員は、４５，２０３人、前年と比較すると４２０人の増加 

・救急車は、１日平均１３７件、約１０．５分に１件出動 


